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1 は じ め に

主要な切 り花の一つであるカーネーシヨンにおいては

生活様式の多様化により多種多様な品種が求められてお

り,毎年数多くの品種が交雑や枝変わり選抜により育成

されている。筆者もこれまでに培養変異選抜によりいく

つかの系統を育成してきたが,変異個体数は限られてい

た・
2)。
そこで,変異の幅や頻度を拡大するため,近年

注目されているイオンピーム照射について検討したので

報告する。

2試 験 方 法

(1)イ オンピーム照射と継代培養

用いた品種系統は実生系Af67(花色 :赤紫),筆者育
成のDCl及びDC4(花色 :いずれも赤)と した。茎頂培養

後,継代培養している個体を節ごとに切 り取 り,培地を
10■ 1入れた径6cmプラステックシヤーレに20個ずつ移植

して8～ 18日前培養し,供試材料とした。イオンピーム

照射は理化学研究所加速器研究施設において行い,照射

イオンは炭素及びネオン,照射量は1,5,10,20,500yと し

た。照射後2週間培養した後,50mlの培地を入れた径9cn

プラスチックシヤーレに移植して2週間継代培養 した。2

回目の継代培養を行う場合は,伸長している芽の上部2

節を切り取 り,同様の新 しい培地に置床 した。いずれも

植物ホルモンを含まないlS寒天培地を用い,培養は25°C,

16時間日長で行つた。

(2)順イヒ・育苗

継代浩養で得られた植物体を水洗後,ポ リポットに移

植 し,最低温度 15°Cのガラス温室で栽培 した。最初の 1

週間はプラステックのカバーをかけて保湿し,以後生育

に応してカバーをはずした。順化後,生育に応 して鉢替

えを行つた。用土は市販の育苗培土を用いた。

3 試験結果及び考察

(1)イ オンビーム照射後の培養腋芽の生育

図 1に照射後継代培養を1回行つた各系統の生存率 ,

正常生育率及 び発根 率 を示 した。生存生育 してい

る芽の一部にビトリフィケーションが認められたため ,

この芽を除いた生育している芽の比率を正常生育率とし

た。いずれの系統 も生存率の低下は認め られな

かったが ,正常生育率は200y以 上で低下し,500y区
で顕著であつた。発根率も同様の結果であつた。イオン

の種類の影響は系統によって異なり,Af67は炭素で,DC
l及びDC4はネオンで,よ り阻害効果が高かった。また,

ネオン照射の場合,前培養の期間が短いと生存率が低下

した (図 2)。 これらの阻害効果は継代培養を2回行う

ことにより回避できた (図 3)。 カーネーションの場合 ,

通常の継代培養でも正常化及び発根率が高められるため,

同様の効果と考えられる。

(2)イ オンピーム照射個体の形質変化

表 1～ 3にイオンピーム照射した各系統の形質調査結

果を示す。いずれの系統もイオン照射すると到花日数が

増加した。特にDCl及びDC4の高照射区で顕著であり,20
0y以上では40～ 140日 も増加し,一部には未開花株も観

察された。また,前培養期間が短い区でより到花日数が

増加する傾向が認められた (表 2)。 これらの結果は培

養腋芽の正常生育率及び発根率と符合し,順化時の植物

体の状態に影響されると考えられる。いずれの系統も照

射区では尊割率及び節数が増加したが,照射畳との関係

は明瞭ではなかつた。花径及び草丈はイオンピーム照射

の影響は明らかでなかつた。

観察された変異は花色変化,わい化,葉幅の増加,斑
入りであり,花色変化は主に淡色化であつた。変異頻度
は系統により異なるものの,主に100y以上の区で観察
され,照射量が高い区ほど頻度も高い傾向が認められ
た。また,DClの花色変化を除き,ネオンより炭素で変

異頻度が高かつた。系統間ではAf67>DCl>DC4の順で頻

度が高く,最も頻度の高いAf67の炭素50Gy区では総数
で20%,花色変化及びわい化で10%であり,最も頻度の

低いDC4の炭素200y区では総数で6%,花色変化及びわい

化で3%であった。この結果は茎頂培養時のNM処理によ

る培養変異誘導
L2)に比べて頻度が高く,変異の種類も

多いことから,炭素及びネオンのイオンピーム照射は変

異誘導に効果的であると考えられた。

4 ま と め

以上の結果から,炭素及びネオンのイオンピーム照

射により変異の種類や頻度を拡大できることが示された。

照射量は20～500yが変異誘導に適し,照射による芽の生
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育及び発根阻害は継代培養を繰り返すことにより,回避

できることが確認された。
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A俗,正常生冑摯        A餡 7発 根摯
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図 3 Af67培養脇芽への炭素イオ ンピーム照射 と継
代培養回数の影響

● ;継代培養 1回 ,◇ ;継代培養 2回

表 1 イオンビーム照射によるAf67の形質変化
イオン 照射量 調査 至J花日数 花径 草丈 彗割事   変異個体数
(Gy) 数  (日 ) (Cm)(cm)(%)花色 葉tFAわい化

靭    0     7     80     7.2   85   11     0     0      0

1     7     89     6 7   81   25     0     0      0
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表 2 イオンビーム照射によるDClの形質変化
イオン照射量 前結菱 調査 未 到花口数 車丈 専割率  変異個体数
(Cll 〈日) 数 開花  (日 , (cm)(%)花 色 斑入 わい化

対照  0   16  10     188  ,∞   0

1       8     13    2     208     102     8
16     12    1      201     104     0

 ́      8     21           199     103    14０

射

―

照照li壺 (o)

培養腋芽に対するイオンピーム照射の影響

○ ;炭素,▲ ;ネオン

16    14          188    103    29                1

8     17          211    102    18     1

16    20    2     214    103    15

8     14    3     254    103    21     1    1

16     15           227     103    13     1

8      3     1      329     100    67

16     8     2     256     103     0
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図 2 D01培養脇芽に対するイオンピーム照射と前培養

期間の影響

● ;炭素前培養16日 ,○ ;炭素前培養 8日 ,

◆ ;ネオン前培養16日 ,◇ ;ネオン前培養 8日

表 3 イオンビーム照射によるDC4の形質変化
イオン照射量 調査 未 到花日数 草丈 尊割率 変異個体数
(Gy) 数  開花  (日 ) (cm)(%)花 色 わい化

0  1  5 10 20 50

照射量 (Gy)

0  1  5  10 20 50

照射量 (Cyl

正常生育率 発根率

生存率 発根率
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20    32    5      232     103     3


